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【研究の背景】
システムで
には化学的安定性の高い酸化物単結晶が広く応用されており、代表的な酸化物シンチレータとしては、
Ce:Lu3Al
や、Ce:(La,Gd)
(GAGG)
酸化物シンチレータでは、
近年、Ir
ストの増加が製造上の課題となっている。また、特に高価な酸化物原料である
シンチレータでは、
酸化物シンチレータの製造コスト低減を目指し、金属価格が
Edge defined Film Fed
で報告する。

【実験方法】
種粉末原料を調合し、
ツボとの反応性試験、接触角確認の後、結晶作製を行った
成分析、
光量、蛍光寿命測定

【結果と考察】
ータにおいて、
を行った。さらに、
状結晶、
た。一例として、
化物シンチレータの検討結果、
については当日報告する。
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